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コロナ禍におけるリモート学習 BYODの採用によるPC教室の廃止



均一なコンピュータ演習環境を
学生自身に設定させるのは困難



Microsoft が提供するクラウド型VDI環境

Azure Virtual Desktop Azure Lab Services



東京理科大学様
AVD with Citrix

https://ms-f7-sites-03-
cdn.azureedge.net/docs/stories/15431
73937805755904-tus-k12-edu-
azure-jp-japan/resources/726bf977-
a311-4973-9692-
ea93159950e4/%E6%9D%B1%E4%BA
%AC%E7%90%86%E7%A7%91%E5%A
4%A7%E5%AD%A6_customer_story_jp



Azure Lab Services



Azure Lab Services とは

高速かつ柔軟な環境構築 簡易なユーザー管理 コストの最適化

Azure Marketplaceで提供され

るWindows, Linux仮想マシンイ

メージを利用して、数クリックで100

台以上のハンズオン環境を準備す

ることできます。

仮想マシンへのアクセスをユーザに

許可するために、Azureへのアクセ

ス許可やAzure ADへのアカウント

作成などの作業は必要ありません。

授業時間以外は仮想マシンを起動

できない、授業時間以外に１０時間

使用できるといった設定ができます。



高速かつ柔軟な環境構築



簡単なユーザー管理

➊ メールアドレスを登録するだけ

➋ Microsoft Teams と連携すれば、アカウント登録も必要なし



コストの最適化



Azure Lab Services

ドキュメント
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/lab-services/

価格
https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/lab-services/

例えば50人の授業で、10週間、毎週90分、授業以外に40時間
をSmallインスタンスで使用した場合は、

(50x1.5x10+50x40)x20x1.461= 80,355円

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/lab-services/
https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/lab-services/


Microsoft が考える
未来のコンピュータ演習環境

LMS

学習教材
Microsoft Learn

LTI

コラボレーションハブ
Microsoft Teams

演習環境
Azure Lab Services

SSO

SSO
コースと
チーム
の同期





Microsoft Learn Student Hub
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/student-hub/certifications



Microsoft Learn

https://learn.microsoft.com/ja-
jp/training/

無償で利用できる
オンライントレーニング

Microsoft Learnの特徴

学習目的に合わせて検索ができるフィルター機能
「検索結果が多すぎる…」
「検索結果をもっと絞りこみたい！」
→→→というときは画面左側の「フィルター」で４種類のフィルターから条件を絞ることができます。

フィルターの種類
製品：Azure, Microsoft365, Dynamics365… といった大項目からさらに小項目まで選択
ロール：管理者、AIエンジニア …など職務別の選択
レベル：初級 , 中級 , 上級の3レベルから、学習レベルに応じて選択
種類：モジュールとラーニングパスの2種類から選択

ラーニングパスを組み合わせて自分の学び方をカスタマイズできる
トップ画面から「すべてのパスを閲覧する」をクリックすると提供されているパスが確認できます。
パスは大きく分けて「モジュール」と「ラーニングパス」から構成されています。
モジュールは「ラーニングパス内にある複数項目のうち、１つを取り出したもの」
ラーニングパスは「複数の同テーマのモジュールを組み合わせたもの」となっており、
一つずつ着実に学んでいきたいときはモジュール単位、まとまりをもって一つのことを学びたいというときはラーニ
ングパス単位、というように自分で学び方をカスタマイズできるようになっています。

自分のラーニングパスが確認できる
Microsoft アカウントでログインするとご自分のラーニングパスが確認いただけます。
（ Microsoft Learn自体はMicrosoftアカウントがなくてもご利用いただけます ）

その他
◼ 一つのモジュールが終わったら次のモジュールに進む、または別のラーニングパスに進む…など

自分に合った学習ステップが構築できるのもMicrosoft Learnの魅力です。
◼ 説明文中でキーワードとなる箇所は太字になっており、教科書に近い学習しやすい体裁です



数理・データサイエンス・
AI教育拠点コンソーシア
ムのeラーニング教材とし
て採用

http://www.mi.u-
tokyo.ac.jp/consortium/



香川大学

創造工学部様

モノリシック アプリケーションをマイクロサービス アーキテクチャに分解
する - Learn | Microsoft Docs

持続可能なソフトウェア エンジニアリングの原則 - Learn | Microsoft Docs

Azure 向けの Microsoft クラウド導入フレームワークでクラウド導入を加速す
る - Learn | Microsoft Docs

AZ-204: サービスとしてのインフラストラクチャ ソリューションを実装する -
Learn | Microsoft Docs

Azure でコンテナーを管理するラーニング パス - Learn | Microsoft Docs

Azure DevOps の使用開始ラーニング パス - Learn | Microsoft Docs
AZ-400: DevOps 変換の過程を開始する - Learn | Microsoft Docs

データ エンジニア向け Azure のラーニング パス - Learn | Microsoft Docs

データ プラットフォーム リソースの計画と実装 - Learn | Microsoft Docs
Azure SQL の基礎 - Learn | Microsoft Docs

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/modules/microservices-architecture/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/modules/sustainable-software-engineering-overview/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/cloud-adoption-framework/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/az-204-implement-iaas-solutions/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/administer-containers-in-azure/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/evolve-your-devops-practices/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/az-400-get-started-devops-transformation-journey/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/azure-for-the-data-engineer/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/plan-implement-data-platform-resources/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/paths/azure-sql-fundamentals/


Microsoft の

認定資格

滋慶学園COMグループ
東京デザインテクノロジー
センター専門学校



Power Platform

University Hub

https://powerplatform.microsoft.com/ja-
jp/university-hub/landing-page/

※ Power Platform University Hub を利用するには申請が必要です。
https://powerplatform.microsoft.com/ja-jp/university-hub/registration-form/



LMS と Microsoft 

Learn の連携

https://learn.microsoft.com/ja-

jp/training/support/lti-application



LMS と Microsoft 

Teams の連携

https://learn.microsoft.com/ja-

jp/microsoft-365/lti/?view=o365-

worldwide



Microsoft Teams 

と Lab Services 

の連携

https://learn.microsoft.com/ja-

jp/azure/lab-services/how-to-get-

started-create-lab-within-teams



Azure Lab Service 

を利用した授業シナリ

オと環境構築手順

https://learn.microsoft.com
/ja-jp/azure/lab-
services/class-types



通常のPC教室 (Azure Virtual Desktop を含む) では実施しにくい授業

エシカルハッキング
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/lab-

services/class-type-ethical-hacking

Kali Linux

Hyper-V

Metasploitable

攻撃

Docker を使った演習

Windows 10/11

Hyper-V

VS Code



データサイエンス

授業のための構成

https://learn.microsoft.com/ja-

jp/azure/lab-services/class-type-

jupyter-notebook
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